
史
料
研
究

陸
佃

『
使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て

陸
游
の
筆
記
史
料
を
中
心
に

洪

性�
は

じ

め

に

遼
朝

(

契
丹
国)

は
、
遊
牧
民
に
対
し
て
は
部
族
制
度
、
農
耕
民
に
対
し
て
は
州
県
制
度
を
用
い
る
二
重
統
治
制
度
と
い
う
特
色
を

持
つ
国
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
州
県
制
度
の
主
な
対
象
と
な
っ
た
地
域
は
、
後
晋
か
ら
得
た
燕
雲
十
六
州
で
あ
る
。
従
っ
て
、
遼
に
よ

る
燕
雲
地
域
の
統
治
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
遼
と
い
う
国
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
地
域
は
南
に

宋
と
国
境
を
接
し
、
接
壌
地
帯
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
。
筆
者
は
、
以
前
宋
遼
接
壌
地
域
に
存
在
し
た
両
属
民
に
注
目
し
、
彼
ら
に
対

す
る
税
役
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た

(

１)

。
そ
こ
で
は
、
遼
の
税
役
政
策
の
変
化
を
示
す
根
拠
と
し
て
以
下
の
陸
游

『

老
学
庵
筆
記』

の
記

事
を
引
用
し
た

(

丸
番
号
は
筆
者
、
以
下
同
じ)

。

[

史
料
一]

『

老
學
庵
筆
記』
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①�
人
劉
六
符
、�
謂
ゆ
る
劉
燕
公
な
る�
、
其
の
國
に
建
議
し
て
謂
う
、｢

燕
・
薊
・
雲
・
朔
は
、
本
皆
な
中
國
の
地
に
し
て
、

我
れ
に
屬
す
る
を
樂
し
ま
ず
。
大
い
に
其
の
心
を
收
む
る
を
以
て
す
る
に
有
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
必
ず
久
く
す
る
能
わ
ず｣

と
。

②�
主
宗
眞
問
い
て
曰
く
、｢

如
何
に
し
て
其
の
心
を
收
む
べ
き
や｣

と
。
曰
く
、｢

民
よ
り
歛
む
る
こ
と
十
に
其
の
四
五
を
減
ぜ

ば
、
則
ち
民
惟
だ
北
朝
の
人
爲た

ら
ざ
る
を
恐
る
る
の
み｣

と
。
③�
主
曰
く
、｢

國
用
は
如
何
せ
ん｣

と
。
曰
く
、｢

臣
願
わ
く
は

南
朝
に
使
い
し
、
關
南
の
地
を
割さ

く
を
求
め
、
而
し
て
戍
を�
し
兵
を�
し
て
以
て
之
れ
を
脅
す
。
南
朝
地
を
割
く
を
重
き
と
し
、

必
ず��
を�
す
を
求
め
ん
。
我
れ
已
む
を
得
ず
に
託

か
こ
つ

け
て
之
れ
を
受
く
。�
を
得
る
を
俟
て
ば
、
則
ち
其
の
數
を
以
て
民
の
賦

を
減
ず
る
に
對
す
る
こ
と
可
な
り｣

と
。
宗
眞
大
い
に
以
て
然
り
と
爲
し
、
卒
に
其
の
策
を
用
い
て��
を
得
た
り
。
④
而
る
に

他
の
大
臣
約
に
背
き
、
纔
か�
の
十
の
二
を
以
て
賦
を
減
ず
る
も
、
民
固
よ
り
已
に
喜
ぶ
。
⑤
洪
基
嗣
立
す
る
に
及
び
、
六
符
相

と
爲
り
、
復
た
元
の
議
を
用
い
る
を�
う
。
洪
基
も
亦
た
仁
厚
に
し
て
、�
に
盡
く
銀
絹
二
十
萬
の
數
を
用
い
て
、
燕
・
雲
の
租

賦
を
減
ず
。
故
に
其
の
後�
政
亂
る
と
雖
ど
も
、
而
し
て
人
心
離
れ
ず
、
豈
に�
に
人
無
し
と
謂
う
べ
け
ん
や

(

２)

。

こ
の
記
事
か
ら
、
遼
が
燕
雲
地
域
を
統
治
す
る
に
そ
の
民
心
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

(

①
の
部
分)

、
そ
の
民
心
を

収
め
る
た
め
に
は
減
税
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と

(

②
の
部
分)
、
そ
の
減
税
は
国
家
財
政
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
減
税
に
よ
る
税

収
減
少
を
補
填
す
る
た
め
に
宋
を
威
嚇
し
増
幣
を
導
い
た
こ
と

(
③
の
部
分)

、
増
幣
の
直
後
に
そ
の
二
割

(

四
万
両
匹)

を
も
っ
て
減

税
し

(

第
一
次
減
税)

(

④
の
部
分)

、
道
宗
初
期
に
再
び
減
税

(

第
二
次
減
税)

を
行
っ
た
こ
と

(

⑤
の
部
分)

が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ

の
記
事
は
筆
記
の
記
述
と
い
う
史
料
の
性
質
上
、
そ
の
由
来
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
信
憑
性
へ
の

疑
問
は
清
代
の
畢�
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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[
史
料
二]

畢�『
續
資
治�
鑒』

卷
四
四
、
宋
仁
宗
慶�
二
年

(�
重
熙
十
一
年)

春
正
月
、
辛
未
、

(
前
略：

後
掲

[

史
料
一
六]

の
部
分)

是
の
月
、�
南
院
宣�
使
蕭
特
黙
・�
林
學
士
劉
六
符
を�
わ
し
て
來
り
、
晉
陽
及
び
瓦
橋

以
南
十
縣
の
地
を
取
ら
し
め
、
且
つ
師
を
興お
こ

し
夏
を
伐う

ち
及
び
沿
邊
に
水
澤
を
疏
濬
し
、
兵
戍
を��
す
る
の
故
を
問
う
。(【

考

異
】(

中
略)
陸
游

『

老
學
庵
筆
記』

云
え
ら
く
、(

中
略：

[

史
料
一]

の
部
分)

。
按
ず
る
に�
主
南
伐
の
謀
を
創
む
る
は
、
宋
人
師
を
夏
に
喪

う
に
因
り
て
自
り
、
釁
に
乘
じ
て
動
か
す
の
み
。
其
の
時
蕭
惠
上
の
旨
を
承
順
し
、
蕭
孝
穆
の
力
諫
を
以
て
す
る
と
雖
も
而
れ
ど
も
聽
か
れ
ず
。

�
に
し
て
張
儉
の
言
に
因
り
て
始
め
親
ら
師
を�
い
南
伐
せ
ず
、
而
し
て
六
符
に
命
じ
て
宋
に
使
い
し
地
を
索
め
し
む
、
六
符
首
め
に
此
の
策
を

建
て
て
自
ら
出
使
す
る
を�
う
に
非
ら
ず
。『

老
學
庵
筆
記』

恐
ら
く
傳
聞
の
誤
り
に
屬
す

(

３)

。)

つ
ま
り
、
畢�
は
遼
の
皇
帝
が
親
征
を
諦
め
て
宋
に
使
者
を
送
っ
た
の
は
、
張
倹
の
助
言
に
よ
る
も
の
な
の
で
、『

老
学
庵
筆
記』

の
劉
六
符
が
自
ら
出
使
を
願
っ
た
と
い
う
内
容
は
伝
聞
の
誤
り
と
看
做
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
王
煦
華
・
金
永
高
氏
も
畢�

と
同
じ
く
こ
の
記
事
を

｢

伝
聞
を
誤
っ
て
採
録
し
た
の
で
、
決
し
て
事
実
で
は
な
い｣

と
し
、
そ
の
信
憑
性
を
否
定
し
て
い
る
。
逆
に
、

羅
継
祖
氏
は『

遼
史』

劉
六
符
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
彼
の
宋
に
使
い
し
た
後
の
官
位
の
変
化
か
ら[

史
料
一]

の
信
憑
性
は
高
い
と
す
る

(

４)

。

こ
の
よ
う
に
、[

史
料
一]

の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
議
論
が
あ
る
が
、
そ
の
記
事
が
如
何
な
る
経
緯
で
陸
游
の
筆
記
史

料
に
収
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、『

老
学
庵
筆
記』

の
著
者
陸
游
に
は

『

家
世
旧
聞』

と
い

う
別
の
筆
記
が
存
在
し
、
そ
こ
に
も
遼
関
連
記
事
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
収
録
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

両
筆
記
史
料
の
中
の
遼
関
連
記
事
を
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

陸
游
の

『

家
世
旧
聞』

と

『

老
学
庵
筆
記』

に
つ
い
て
は
、
呉
珊
珊
氏
が

『
家
世
旧
聞』

に
対
し
て
総
合
的
な
研
究
を
行
い

(

５)

、
張
剣

陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
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氏
は
特
に
そ
の
版
本
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
る

(

６)

。
ま
た
、『

老
学
庵
筆
記』

に
つ
い
て
は
、
校
勘
と
成
書
時
期
を
考
察
し

た
阮
怡
氏
と

(

７)

、『

老
学
庵
続
筆
記』

の
真
偽
問
題
を
考
察
し
た
劉
亮
氏
の
研
究

(

８)

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
両
筆
記
の
中
の

史
料
源
に
つ
い
て
は
充
分
に
は
分
析
し
て
い
な
い
。

筆
者
は
陸
游
の
筆
記
以
外
に
も
宋
代
筆
記
類
か
ら
遼
関
連
記
事
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
、
約
六
六
〇
件
二
十
三
万
余
字
の
史
料
を
得

た

(

９)

。
そ
の
中
の
重
要
な
情
報
源
の
一
つ
は
宋
の
使
者
が
作
成
し
た

『

使
遼
語
録』

で
あ
る
。『

使
遼
語
録』

に
つ
い
て
は
、
傅
楽
煥
氏

の
先
行
的
な
研
究
以
来

(�)
、
幾
つ
か
の
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
趙
永
春
氏
は
、
現
存
す
る

『

語
録』

を
整
理
し
そ
の
史
学
的
価
値
に
つ

い
て
研
究
し
た

(�)
。
一
方
、
劉
浦
江
氏
は
使
遼
・
使
金
使
節
の
残
し
た

『

語
録』

に
つ
い
て
収
集
・
整
理
し
、
宋
代
の
基
本
史
料
及
び
各

種
の
文
集
や
目
録
か
ら

『

語
録』
の
名
称
、
版
本
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

(�)
。
ま
た
、
宋
の
使
者
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
金
昌
洙
氏

(�)

と

澤
本
光
弘
氏

(�)
の
研
究
が
あ
り
、『

使
遼
語
録』

に
つ
い
て
の
個
別
研
究
と
し
て
は
、�兆
従
吾
氏

(�)

、�
武
雄
氏

(�)

、
澤
本
光
弘
氏

(�)

の
研
究
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
宋
代
の
筆
記
史
料
ま
で
は
検
討
の
対
象
に
し
て
い
な
い
。

要
す
る
に
、
陸
游
の
筆
記
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
遼
関
連
記
事
の
由
来
に
ま
で
は
追
究
し
て
お
ら
ず
、『

使
遼
語
録』

に
つ
い
て
の

研
究
は
、
宋
代
筆
記
史
料
に
ま
で
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
。
よ
っ
て
、
陸
游
の
筆
記
史
料
の
中
の
遼
関
連
記
事
は
、
①
筆
記
史
料
と

し
て
の
性
格
と
、
②

『

使
遼
語
録』

と
い
う
二
つ
の
立
場
か
ら
総
合
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で

『

家
世
旧
聞』

の
中
の
遼
関
連
記
事
を
抜
き
出
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
第
二

章
で
は

『

老
学
庵
筆
記』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
遼
関
連
記
事
の
由
来
と
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
第
三
章
で
は
前
章

で
の
考
察
結
果
に
基
づ
い
て
陸
佃
の

『

使
遼
録』

の
復
元
を
試
み
る
。
最
後
に
、
第
四
章
で
は

[

史
料
一]

の
信
憑
性
に
つ
い
て
詳
し
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く
考
察
す
る
。
こ
れ
で

[

史
料
一]

の
来
源
及
び
信
憑
性
に
つ
い
て
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
宋
遼
関
係
史
に
関
す
る
宋
側
の
史
料
の
持
つ
価
値
を
も
う
一
度
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
、『

家
世
旧
聞』

の
中
の
遼
関
連
記
事
と
そ
の
性
格

陸
游
が
伝
聞
で
得
た
情
報
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
書
物
で
あ
る

『

家
世
旧
聞』

は
、
北
宋
真
宗

か
ら
南
宋
高
宗
ま
で
の
八
朝
約
一
〇
〇
年
間
の
時
期
を
対
象
と
し
、
特
に
神
宗
、
哲
宗
、�
宗
の
三

朝
に
そ
の
内
容
が
集
中
し
て
い
る

(�)
。
ま
た
、
そ
の
成
書
時
期
は
淳
熙
三
年
か
ら
淳
熙
九
年
ま
で
の
間

(

一
一
七
六
〜
一
一
八
二)

と
さ
れ
て
い
る

(�)
。

張
剣
氏
に
よ
る
と
、
中
華
書
局
の
唐
宋
筆
記
史
料
叢
刊
が
使
用
し
た
版
本
は
、
北
京
大
学
所
蔵
の

景
鈔
穴
硯
齋
鈔
本
で
あ
り
、
そ
の
他
の
版
本
と
し
て
は
、
明
の
穴
硯
齋
原
鈔
本

(

以
下

｢

穴
本｣

と
略

す)

と
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
の
張�
蔵
本

(

以
下

｢

張
本｣

と
略
す)

が
あ
る
、
と
い
う

(�)

。

そ
し
て
、『

家
世
旧
聞』
の
各
条
目
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
情
報
源
は
楚
公
陸
佃
が
四
四･

〇
七
％

で
あ
り
、
先
君
陸
宰
が
三
三･

〇
五
％
で
あ
る
の
で
、
そ
の
情
報
源
は
両
者
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的

に
多
い

(〈

表
１
〉
を
参
照)

。

こ
の

『

家
世
旧
聞』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
遼
関
連
記
事
を
、
以
下
に
原
文
の
ま
ま
提
示
す
る
。
現

陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
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人物
太傅 楚公 六叔祖 太尉

祖母
陸軫 陸佃 陸傅 陸珪

条数 10 52 2 1 1

割合 8�47％ 44�07％ 1�69％ 0�85％ 0�85％
人物

先君
黄安時 真淡先生

外曽王父
舅氏

陸宰 唐介

条数 39 1 1 6 5

割合 33�05％ 0�85％ 0�85％ 5�08％ 4�24％
〈表１：『家世旧聞』 の情報源及びその割合〉(18)



伝
す
る
史
料
の
状
態
を
確
認
し
、
そ
こ
か
ら
本
来
の
形
へ
の
復
元
の
材
料
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
論
旨
の
展
開
上
必
要
な
部
分

に
つ
い
て
は
、
史
料
に
ロ
ー
マ
字
や
傍
線
を
付
け
、
適
宜
書
き
下
し
を
施
す
。
な
お
、
版
本
に
よ
る
字
の
異
同
に
つ
い
て
の
注
は
、
全

て
張
剣
氏
の
研
究

(�)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

[

史
料
三]

『
家
世
舊
聞』

卷
上

(

ａ)

楚
公
元
符
庚
辰
冬
、
自
權
吏
部�
書
受
命
爲
回
謝
北
朝
國
使
、
與
西
上
閤
門
使
・
泰
州
團�
使
李
嗣�
偕
行
。(

嗣�
字
公

美
、
仁
廟
朝�
馬�
尉�
之
子

(�)
。)

北��
金
紫
崇
祿
大
夫

(�)
・
檢
校
太
傅
・
左
金
吾
衞
將
軍
耶
律
成
、
朝
議
大
夫
・
守
太
常
少�
・
充

史�
修
撰
李
儔
來�
。
儔
自
言
燕
人
、
年
四
十
三
、
劉
霄
榜
及
第
、
今
二
十
八
年
矣
。
行�
古
北
口
數
日
、
置
酒
會
仙
石
。(

査

�
梅
詢
嘗
飮
酒
賦
詩
於
此
、
因
得
名
。)

儔
忽
自
言
、｢

兄
儼
新
入
相
。｣

時
已
十
二
月
中
旬
。
後
數
日
、
至
其
國�
、
見�
主
洪
基
、

則
已
苦
肺
喘
、
不
能
親
宴
勞
、
移
宴
就�
。
明
年
正
月
旦
、
南
歸
。
未
至
幽
州
、
聞
洪
基
卒
、
孫
燕
王
延
禧
嗣
立
。(

ｂ)

延
禧

長�
宗
七�
、
以
故
事
稱
兄
、
號
天
祚
。
儼
相
延
禧
、
專
作
威�
、
窮
極
富
貴
而
死
。(

ｃ)

初
、
元
豐
中
、
蔡
京
使�
、
儼�

之
、�
好
頗
厚
。
及
崇
寧
後
、
二
人�
皆
專
國
、�
因
使
聘
往
來
、
輒
問
安
否
、
而
二
人�
卒
爲
國�
基
、
可
怪
也
。(

ｄ)

宣

和
末
、
有
武
人
劉��
、
殿
帥
昌
祚
之
子
、
爲
京
東
提
點
刑
獄
、
謂
先
君
曰
、｢

嘗
使�
、
識
儼
之
子
處�
。
處�
言
儼
事
洪
基

時
、
嘗
獻�
菊
賦
。
洪
基
賜
詩
、
答
曰

(�)
、『

昨
日
得��
菊
賦
、
碎
剪
金
英
排
作
句
。
袖
中�
自
有
餘
香
、
冷
落
西
風
吹
不
去
。』

處�
亦
貴
於
其
國
。
方
耶
律
淳
妃
蕭
氏
僭
立
時
、
處�
用
事
、
欲
執
蕭
氏
以
幽
州�
附
、
事
泄
、
與
妻
・
子
皆
誅
死
。
後
朝
廷�

得
幽
州
、��
處�
燕
王
、
且
以
其
居
第
爲
廟
。
妻
刑
、
亦�
封
燕
國
夫
人
。｣

(

菊
詩
入
筆
記)

[

史
料
四]

『

家
世
舊
聞』

卷
上
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(

ａ)

北�
崇
釋
氏
、
故�
寺
猥
多
、
一
寺
千��
、
比
比
皆
是
。
楚
公
出
使
時
、�
中
京
、
耶
律
成
等
邀
至
大
鎭
國
・
天
慶
寺

燒
香
、
因
設
素
饌
。
公
問
成
、｢

亦
有
禪�
乎
。｣

曰
、｢

有
之
。
頃
有
寂
照
大
師
、
深�
理
性
、
今
亡
矣
。｣

公
又
問
、｢�
觀
幾

何
。｣
曰
、｢

中
京
有
集
仙
觀
而
已
。｣

以
知
北��
家�
流
、
爲
尤
寡
也
。(

ｂ)

先
君
言
、
高
麗
之
俗
、
亦
不
喜��
。
宣
和
中
、

林
靈
素
得
幸
、
乃
白��
士
數
人
、
隨
奉
使
往
、
謂
之
行�
、
留
數
月
而
歸
。��
皆
庸
夫
、
靈
素
特
假
此
爲
丐
恩
澤
爾
、
不
知

�
謂
行��
、
竟
何
爲
也
。

[

史
料
五]

『

家
世
舊
聞』
卷
上

(

ａ)

楚
公
使�
歸
、
攜�
得
貔
貍
至
京
師
。(

ｂ)

先
君
言
、�
記
其�
、
如
大
鼠
而
極
肥�
、
甚
畏
日
、
偶
爲
隙
光�
射
、
輒

死
。
性
能
糜
肉
、
一
鼎
之�
、
以
貔
一
臠
投
之
、
旋�
糜
爛
、
然�
人
亦
不
以
此
貴
之
、
但
謂
珍
味
耳
。

[

史
料
六]

『

家
世
舊
聞』

卷
上

楚
公
使�
時
、�
中
有
小
胡
、
執
事
甚�
、
亦
能
華
言
、
因
食
夾
子
、
以
食
不
盡�
與
之
、
拜
謝
而
不
食
、
問
其
故
、
曰
、｢

將

以�
父
母
。｣

公
喜
、
更
多
與
之
、
且
問
、｢
識
此
、
何
物
也
。｣

曰
、｢

人
言
是
石
榴
。｣

意
其
言
食
餾
也
。
又�
人
負
載
隨
行
物
、

不
用
兵
夫
、
但��
上
行�
、�
驅
役
之
耳
。
一
日
將
就
馬
、
一
擔
夫
訴
曰
、｢

某
是
燕
京�
士
、
不
能
負
擔
。｣

公
笑
、
爲
言
而

�
之
。

[

史
料
七]
『

家
世
舊
聞』

卷
上

(

ａ)

楚
公
言
、�
人
雖
外
窺
中
國
禮
文

(�)
、
然
實
安
於
夷
狄
之
俗
。
南
使�
中
京
、
舊
例
有
樂
來�
、�
以
束
帛
與
之
。
公
以
十

一
月
二
十
日
至
中
京
、�
人
作
樂
受
帛
自
若
也
。
明
旦
、�
使
輒
至
止
不
行
、
曰
、｢

國
忌
行
香
。｣

公
照
案
牘
、
則�
忌
正
月
二

陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
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十
日
也

(�)
。
因
移
文
問
之
、�
輒��
移
文
、
曰
、｢

去
年
昨
日
作
忌
、
今
年
今
日
作
忌
、
何
爲
不
可
。｣

蓋
利
束
帛
、
故
徙
忌
日
耳
。

(
ｂ)

又
回�
聞
其
主
喪

(�)
、
而
不
能
作
操
色�
頭
、
但
以�
滅
其
光
、
行
數
日
、�
除
服
、
則
佩
服
如
常
矣
。
獨
副
使
忘
洗�
頭
、

見�
皆
笑
。
公�
生
待
物
以
誠
、
雖
於
夷
狄
不
變
也
、
因
從
容
與
話
、
使
洗
之
、
副
使
亟
謝
。

[

史
料
八]

『
家
世
舊
聞』

卷
下

宣
和
末
、
有
故
契
丹
臣�
離
不�
、
號
四
軍
大
王
、
或
謂
之
燕
王
、
收
餘
衆
犯
景
・
薊
。
朝
廷
命
郭
藥
師
出
兵
敗
之
、�
函�
離

不
之
首
來
獻
、
以
大
旗
引
首
函
、
曰
、｢

僞
燕
王�
離
不
首
級
。｣

京
師
少
年
爭
往
陳
橋
門
觀
之
。
大
臣
建
言
御
殿
受
賀
。
然�
離

不
實
未
嘗
死
、
雖
部��
卒
、
亦
自
竊
笑
。
識�
皆
憤
黠
胡
敢
欺
朝
廷
、
而
歎
大
臣
之
阿
諛
也
・
附
會
也
。
先
君
偶
以
書
問
晁
叔

用�
城�
事
、
叔
用
報
曰
、｢
亦
別
無
他
、
但
聞
捉
得
燕
王
頭
耳
。｣

京
師
舊�
謂
張
大
矜
伐�
曰
、｢

恰
似
捉
得
燕
王
頭｣

、
初
莫

知
何
謂
也
。

以
上
の
遼
関
連
記
事
の
中
に
は
、
二
人
の
話
者
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の

｢

楚
公｣

は
陸
游
の
祖
父
陸
佃
で
あ
り
、｢

先
君｣

は
陸
游
の
父
陸
宰
で
あ
る

(�)
。
つ
ま
り
、
遼
関
連
の
情
報
源
は
、
こ
の
二
人
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、『

家
世
旧
聞』

に

お
い
て
陸
佃
と
陸
宰
に
よ
る
情
報
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
る
〈
表
１
〉
の
結
果
に
も
合
致
し
、
他
の
人
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で

あ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
示
す
。

そ
し
て
、
遼
関
連
記
事
の
性
格
も
陸
宰
と
陸
佃
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
陸
宰
の
場
合
は
、[

史
料
八]

の
傍
線
部
が
参

考
に
な
る
。

朝
廷
郭
藥
師
に
命
じ
て
出
兵
せ
し
め
之
れ
を
敗
り
、�
に�
離
不
の
首
を
函
れ
て
來
獻
し
、
大
旗
を
以
て
首
函
を
引
き
、
曰
く
、
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｢

僞
燕
王�
離
不
の
首
級
な
り｣

と
。
京
師
の
少
年
爭
い
て
陳
橋
門
に
往
き
之
れ
を
觀
る
。(

中
略)

先
君
偶
た
ま
書
を
以
て
晁
叔

用
に�
城
の�
事
を
問
う
に
、
叔
用
報
じ
て
曰
く
、｢

亦
た
別
に
他
無
し
、
但た

だ
捉
え
て
燕
王
の
頭
を
得
る
を
聞
く
の
み｣

と
。

こ
の
記
事
か
ら
陸
宰
に
よ
る
遼
関
連
記
事
は
、
宣
和
年
間
の
開
封
で
得
た
情
報
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、『

家
世
旧
聞』

に

は
そ
の
他
に
も
陸
宰
に
よ
る
遼
関
連
記
事
が
五
件
あ
る
も
の
の
、
そ
の
情
報
源
は

[

史
料
八]

と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

他
の
記
事
は
割
愛
す
る
。

一
方
、
陸
佃
の
場
合
は
、｢

楚
公
出
使
時｣

([

史
料
四])

、｢

楚
公
使�
歸｣

([

史
料
五])

、｢

楚
公
使�
時｣

([

史
料
六])

の
よ
う
に

明
ら
か
に
使
者
と
し
て
遼
に
赴
い
た
と
き
に
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。
で
は
、
陸
游
が
引
用
し
た
陸
佃
の
使
遼
時
期
の
記
録
は
ど
こ
か

ら
由
来
し
た
の
か
。
こ
れ
と
関
連
し
て
以
下
の
史
料
が
注
目
さ
れ
る
。

[

史
料
九]

陸
游

『

渭
南
文
集』

卷
二
七
、｢
先
左
丞
使��｣

右
、
先
楚
公
の

『

使��』
一
卷
な
り
、
三
十
八
伯
父
手
書
す
。
伯
父
幼
く
し
て
疾
を
被
り
て
自
り
、
左
手
を
以
て
書
き
、
然
れ

ど
も
筆
力
の�
健
た
る
こ
と
此
く
の
如
し
。�
生
凡
そ
書
を
鈔
す
る
こ
と
數
十
百
卷
に
至
る
と
云
う
。
淳
熙
八
年
四
月
五
日
、
某

謹
ん
で
識
す

(�)
。

[

史
料
九]

は
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

に
つ
い
て
書
い
た
陸
游
の
跋
文
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

『

使
遼
録』

を
記
録
し
た
人
物
が
三
十

八
伯
父
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
劉
浦
江
氏
は
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』
に
つ
い
て
、
す
で
に
宋
人
の
著
録
に
見
え
な
い
の
で
、
現
在
は

も
う
一
文
字
も
存
在
し
な
い
と
断
言
し
て
い
る

(�)
。
し
か
し
、
陸
游
が
陸
佃
の

『

使
遼
録』

の
跋
文
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
彼
の
筆
記

史
料
に
楚
公
が
遼
に
使
い
し
て
い
た
時
の
記
事
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
陸
佃
の

『

使
遼
録』

か
ら
引
用
し
た
記
事
で

陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
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あ
る
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、[

史
料
三]

(

ａ)

、[

史
料
四]

(

ａ)

、[

史
料
五]

(

ａ)

、[

史
料
六]

、
そ
し
て

[

史
料
七]

(

ａ)

(

ｂ)
は
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
看
做
す
べ
き
で
あ
る

(�)

。

ま
た
、
陸
游
の
筆
記
史
料
の
研
究
に
お
い
て
も
、
彼
が
陸
佃
の

『

使
遼
録』

を
参
照
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、

『

家
世
旧
聞』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
、
淳
熙
三
年
か
ら
淳
熙
九
年
の
間

(

一
一
七
六
〜
一
一
八
二)

に
完
成
し
た
と
す
る

(�)

。
一
方
、
陸

游
が
陸
佃
の

『

使
遼
録』

の
跋
文
を
作
成
し
た
時
点
は
淳
熙
八
年

(

一
一
八
一)

で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、『

家
世
旧
聞』

の
成
書
時
期

は
淳
熙
八
年
か
ら
九
年

(
一
一
八
一
〜
一
一
八
二)

ま
で
に
限
定
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、『

家
世
旧
聞』
の
中
の
遼
関
連
記
事
の
来
源
に
は
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

に
由
来
す
る
記
事
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
遼
関
連
記
事
の
情
報
源
は
、
陸
佃
が
元
符
三
年

(

一
一
〇
〇)

に
遼
に
赴
い
た
時
点
に
ま
で
遡
れ
る
。
一
方
、
陸
游

の
も
う
一
つ
の
筆
記
史
料
で
あ
る

『

老
学
庵
筆
記』

の
中
の
遼
関
連
記
事
は
、
何
に
由
来
す
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め

て
検
討
す
る
。

二
、『

老
学
庵
筆
記』

の
中
の
遼
関
連
記
事
の
由
来

陸
游
の
晩
年
の
作
品
で
あ
る

『

老
学
庵
筆
記』

は
、
唐
宋
時
代
の
名
物
典
章
制
度
と
各
種
の
逸
文
が
多
く
記
載
さ
れ
、
厳
密
に
考
証

さ
れ
て
い
る
た
め
、
か
な
り
高
い
史
料
価
値
を
も
つ
書
籍
で
あ
る
。
阮
怡
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
成
書
時
期
は
紹
熙
三
年
か
ら
五

年
ま
で

(

一
一
九
二
〜
一
一
九
四)

の
間
と
し
て
い
る

(�)
。
こ
の

『

老
学
庵
筆
記』

の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
遼
関
連
記
事
は
、
先
の[

史

料
一]

を
含
め
て
収
録
順
に
従
っ
て
提
示
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
前
章
と
同
じ
く
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
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史
料
の
全
容
を
示
す
た
め
に
、
原
文
の
ま
ま
提
示
す
る
。

[

史
料
一
〇]

『

老
學
庵
筆
記』

卷
四

�
相
李
儼
作�
菊
賦
、
獻
其
主
耶
律
弘
基
。
弘
基
作
詩
題
其
後
以
賜
之
、
云
、｢

昨
日
得��
菊
賦
、
碎
剪
金
英�
作
句
。
袖
中

�
覺
有
餘
香
、
冷
落
西
風
吹
不
去
。｣

[

史
料
一]

『

老
學
庵
筆
記』

卷
五

(

ａ)

①�
人
劉
六
符
、�
謂
劉
燕
公�
、
建
議
於
其
國
、
謂
、｢

燕
・
薊
・
雲
・
朔
、
本
皆
中
國
地
、
不
樂
屬
我
。
非
有
以
大
收

其
心
、
必
不
能
久
。｣

②�
主
宗
眞
問
曰
、｢

如
何
可
收
其
心
。｣

曰
、｢

歛
於
民�
十
減
其
四
五
、
則
民
惟
恐
不
爲
北
朝
人
矣
。｣

③�
主
曰
、｢

如
國
用
何
。｣
曰
、｢
臣
願
使
南
朝
、
求
割
關
南
地
、
而�
戍�
兵
以
脅
之
。
南
朝
重
於
割
地
、
必
求���
。
我

託
不
得
已
受
之
。
俟
得�
、
則
以
其
數
對
減
民
賦
可
也
。｣

宗
眞
大
以
爲
然
、
卒
用
其
策
得��
。
④
而
他
大
臣
背
約
、
纔
以�

之
十
二
減
賦
、
民
固
已
喜
。
⑤
及
洪
基
嗣
立
、
六
符
爲
相
、
復�
用
元
議
。
洪
基
亦
仁
厚
、�
盡
用
銀
絹
二
十
萬
之
數
、
減
燕
・

雲
租
賦
。(

ｂ)

故
其
後�
政
雖
亂
、
而
人
心
不
離
、
豈
可
謂�
無
人
哉
。

[

史
料
一
一]

『

老
學
庵
筆
記』

卷
五

(

ａ)

仁
宗
皇
帝
慶�
中
嘗
賜�
使
劉
六
符
飛
白
書
八
字
曰
、｢

南
北
兩
朝
、
永�
和
好
。｣

會
六
符
知
貢
擧
、
乃
以

｢

兩
朝
永�

和
好｣

爲
賦
題
、
而
以

｢

南
北
兩
朝
永�
和
好｣

爲
韻
、
云
、｢
出
南
朝
皇
帝
御
飛
白
書
。｣

六
符
蓋
爲�
畫
策��
賂�
、
然
其

�
戴
中
國�
爾
如
此
、(

ｂ)

則
盟
好
中�
、
誠
可
惜
也
。

こ
の
三
つ
の
記
事
の
中
で
、[

史
料
一
〇]

は
李
儼
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
り
、[

史
料
一]

と

[

史
料
一
一]

は
劉
六
符
に
つ
い
て

陸
佃

『

使
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史
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の
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
、[

史
料
一
〇]

の
由
来
は

[

史
料
三]

の

(

ｄ)

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宣
和
の
末
、
武
人
劉�
な
る�
有
り
、
殿
帥
昌
祚
の
子
な
り
、
京
東
提
點
刑
獄
と
爲
り
、
先
君
に
謂
い
て
曰
く
、｢

嘗
て
使�
し
、

儼
の
子
處�
を
識
る
。
處�
言
え
ら
く
、
儼
、
洪
基
に
事
う
る
の
時
、
嘗
て�
菊
賦
を
獻
ず
。(

中
略)

(

菊
詩

『

筆
記』

に
入
る)

つ
ま
り
、
劉
遠
と
い
う
人
物
が
嘗
て
自
分
が
使
者
と
し
て
遼
に
行
っ
た
と
き
に
聞
い
た
こ
と
を
陸
宰
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
話
に
よ
れ

ば
、
劉
遠
は
使
遼
中
に
李
処
温
を
知
り
、
こ
の
李
処
温
が
父
李
儼
の
話
を
劉
遠
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、[

史

料
一
〇]

に
関
す
る
情
報
の
流
れ
を
ま
と
め
る
と
、[

図
Ａ]

の
よ
う
に
な
る
。

[

図
Ａ]

李
儼
に
つ
い
て
の
出
来
事

↓

李
処
温

(

接
伴
使)

↓

劉
遠

(

遼
へ
の
使
者)

↓

陸
宰

『

家
世
旧
聞』

『

老
学
庵
筆
記』

で
は
、[

史
料
一]

と

[

史
料
一
一]

の
劉
六
符
の
記
事
は
、
一
体
何
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
。
ま
ず
、
劉
六
符
の
没
年
が
清
寧

三
年

(

一
〇
五
七)

で
あ
る
こ
と

(�)
を
考
え
る
と
、
陸
游
は
勿
論
、
陸
佃
も
劉
六
符
に
直
接
会
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、『

老
学

庵
筆
記』

が
陸
游
の
著
作
で
あ
る
以
上
、
そ
の
記
事
も

『

家
世
旧
聞』
の
情
報
源
か
ら
そ
れ
ほ
ど
外
れ
て
は
い
な
い
筈
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

[

史
料
一]

、[

史
料
一
一]
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
は

(

ａ)

と

(

ｂ)

の
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
。(

ａ)

は
単
に
事
実
関
係
を
述
べ
た
部
分
で
あ
り
、(

ｂ)

は

(

ａ)

に
つ
い
て
感
想
ま
た
は
評
価
を
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
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そ
の
中
で

(

ｂ)

は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
宣
和
年
間
の
北
宋
の
北
伐
と
関
連
し
た
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、(

ｂ)

は

陸
佃
が
書
い
た
と
は
考
え
が
た
く
、
後
に
陸
宰
か
陸
游
が
書
き
加
え
た
部
分
で
あ
ろ
う
。

一
方
、(
ａ)

の
部
分
は
逆
に
陸
宰
が
得
た
情
報
と
し
て
は
考
え
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
陸
宰
に
よ
る
情
報
は
、｢

宣
和
年
間
の
開
封

で
得
た
も
の｣
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
劉
六
符
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は

[

史
料
一]

の
み
な
ら
ず

[

史

料
一
一]

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
劉
六
符
に
関
す
る
事
情
に
詳
し
い
何
ら
か
の
情
報
源
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

両
史
料
と
も

[

図
Ａ]
の
李
処
温
の
よ
う
に
、
遼
側
か
ら
劉
六
符
に
つ
い
て
の
逸
話
を
伝
え
て
く
れ
る
人
物
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
と
関
連
し
て

[
史
料
三]

(

ａ)

の
傍
線
部
が
注
目
さ
れ
る
。

(

李)

儔
自
ら
言
え
ら
く
燕
人
な
り
、
年
四
十
三
、
劉
霄
榜
に
及
第
し
て
、
今
二
十
八
年
な
り
。

こ
こ
で
李
儔
が
劉
霄
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
劉
霄
が
状
元
で
合
格
し
て
当
時
遼
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
人

物
だ
と
思
わ
せ
る
。
す
る
と
、
こ
の

｢

劉
霄｣
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。

[

史
料
一
二]

李
朴

『

豐�
敏
公�
事』

(『

全
宋
筆
記』
第
二
編
八
冊)

、
一
二
九
頁
。

契
丹
に��
し
、�
に
正
旦

(

或
い
は
生
辰
と
作
る)
國
信
使
と
爲
る
。�
中
の
接�
劉
霄

(

六
符
の
孫
な
り)

、
蓋
し
其
の
國
に
在

り
て
名
臣
を
以
て
稱
せ
ら
れ
、
公
を
見
る
に
深
く
歎
服
を
加
う

(�)
。

[

史
料
一
二]

は
、
豊
稷
と
い
う
人
物
に
関
す
る
伝
記
で
あ
る
。
彼
は

『

宋
史』

巻
三
二
一
に
列
伝
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
彼
が

使
者
と
し
て
遼
に
赴
い
た
事
実
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
彼
は
元
祐
七
年

(

一
〇
九
二)

に
生
辰

国
信
使
と
し
て
遼
に
派
遣
さ
れ
た
た
め

(�)
、
こ
れ
は
豊
稷
の
列
伝
を
補
え
る
史
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、[

史
料
一
二]

の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
遼
の
接
伴
使
で
あ
っ
た
劉
霄
が
劉
六
符
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
彼
が

劉
六
符
の
孫
で
あ
れ
ば
、
劉
六
符
の
燕
雲
十
六
州
の
減
税

([

史
料
一])

と
、
劉
六
符
が
知
貢
挙
で
あ
っ
た
時
の
こ
と

([

史
料
一
一])

に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
劉
霄
は
当
時
の
遼
の
重
要
人
物
で
あ
れ
ば
、
陸
佃
が
遼
に
使
い
し
た
時

に
彼
と
会
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
よ
っ
て
、『

老
学
庵
筆
記』

の
中
の
劉
六
符
に
関
す
る
記
事
は
劉
霄
を
媒
介
に
し
て
陸
佃
に
伝
わ
っ

た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
記
事
が

『

老
学
庵
筆
記』

に
の
み
確
認
さ
れ
る
点
か
ら
み
て
、
陸
游
が
こ
の
情
報
を

陸
佃
の

『

使
遼
録』

以
外
か
ら
得
た
と
は
考
え
が
た
い
。

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
て
、[
史
料
一]

、[

史
料
一
一]

の
情
報
の
入
手
経
路
を
復
元
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
に
な
る
。

[

史
料
一]

、[

史
料
一
一]

の

(

ａ)

の
部
分

劉
六
符
に
よ
る
減
税
な
ど

↓

劉
霄

↓

陸
佃
の

『

使
遼
録』

↓

『

老
学
庵
筆
記』

[

史
料
一]

、[

史
料
一
一]

の

(

ｂ)

の
部
分

(
陸
佃
の

『

使
遼
録』)

↓

陸
宰
か
陸
游
の
評
価

↓

『

老
学
庵
筆
記』

以
上
、『

老
学
庵
筆
記』

の
中
の
遼
関
連
史
料
の
史
料
源
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
ま
と
め
る
と
、
劉
六
符
関
連
記
事
は
、
伝
聞
の
誤

り
で
は
な
く
劉
霄
に
よ
る
情
報
を
収
録
し
た
陸
佃
の

『

使
遼
録』

に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
こ
の
結
論
は

他
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
陸
游
の
筆
記
史
料
を
利
用
し
て
陸
佃
の

『

使
遼
録』
を
復
元
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る

(�)
。
次
章
で
は
、
こ
れ
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に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、
陸
佃

『

使
遼
録』

の
特
徴
と
そ
の
配
列

陸
佃
の

『
使
遼
録』

を
復
元
す
る
前
に
、
ま
ず
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ

『

使
遼
語
録』

に
つ
い
て
整
理
す
る
。
劉
浦
江
氏
は
、
使

者
の
語
録
を
、
①
行
程
録

(

使
者
に
よ
る
公
式
報
告
書)

、
②
泛
使
が
朝
廷
に
提
出
す
る
特
別
報
告
、
③
個
人
記
録
の
三
種
類
に
区
分
し

て
い
る
。
ま
た
、『

使
遼
語
録』

を
作
成
す
る
官
員
と
し
て
訳
語
殿
侍
な
ど
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
記
録
は
本
来
胥
吏
の
手
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
公
文
書
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
遼
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
宋
の
士
大
夫
が
多
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
文
集

の
中
に

『

使
遼
語
録』

が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
①

『

使
遼
語
録』

の
形
式
が
千
篇
一
律
で
内
容
が
大
同
小
異
で
あ
る
こ

と
と
、
②
本
人
自
ら
の
執
筆
で
は
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

(�)
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

に
つ
い
て
も
、
現
存
す
る

『

使
遼
語
録

(�)』
と
比
較
す
る
方
法
を
用
い
て
そ
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
陸
佃
の
肩
書
き
で
あ
る
回
謝
北
朝
国
使
は
宋
が
定
期
的
に
遼
に
送
る
使
者
に
属
し
、
特
別
な
目
的
を
帯

び
て
遼
に
行
っ
た
泛
使
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
彼
の

『
使
遼
録』

は
、
②
泛
使
に
よ
る
特
別
報
告
書
と
は
な
ら
な
い
。

一
方
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

に
は
遼
へ
の
旅
の
中
に
あ
っ
た
逸
話
を
多
数
採
録
す
る
な
ど
、
比
較
的
自
由
な
書
き
方
を
し
て
い
る
特

徴
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
陸
佃
の

『

使
遼
録』
が
劉
浦
江
氏
の
言
う
、
③
個
人
記
録
の
よ
う
に
使
行
と
は
全
く
関
係

な
い
個
人
の
感
想
を
記
録
し
た
書
物
と
は
考
え
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
行
程
録
に
属
す
る
語
録
に
は
必
ず
移
動
地
点
か
日
付
が
記
さ
れ

て
お
り
、
陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
に
も
、
①
移
動
地
点
と
、
②
日
付
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

(〈

附
録
〉
を
参
照)

。
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ま
と
め
る
と
、
陸
佃

『

使
遼
録』

は
陸
佃
が
使
遼
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
メ
モ
書
き
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま

『

使
遼
録』

に
収
録
さ
れ
、

よ
り
原
史
料
に
近
い
形
を
持
っ
て
い
る

『

使
遼
語
録』

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
陸
佃

『

使
遼
録』

の
復
元
を
す
る
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
入
手
経
路
が
判
然
と
し
な
い

[

史
料
一]

、[

史
料
一
一]

の
配
置
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『

使
遼
録』

の
復
元
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
恣
意
的
に
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
陸
佃
が
劉
霄
と
ど
こ
で
会
っ
た
の
か
と
関
わ
る
が
、
そ
の
場
所
と
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
な
記
載
が
な
い
。
ま
た
、

劉
霄
本
人
は
正
史
に
列
伝
が
な
く
、
現
時
点
で
彼
の
墓
誌
銘
も
未
見
で
あ
る
の
で

(�)

、
他
の
伝
記
史
料
か
ら
そ
の
官
歴
を
確
認
す
る
し
か

な
い
。

[

史
料
一
三]

｢

皇
弟
秦
越
國
妃
蕭
氏
墓
誌｣
(

壽
昌
二
年

(�))
中
書
門
下�
章
事
・�
仙��
兩
殿�
部�
耶
律
信
寧
、
刑
部
侍�
・
知
上
京
留
守
・
臨�
尹
事
劉
霄
に
申
命
し
焉
を
提
總
せ
し

む

(�)
。

[

史
料
一
四]

『

金
史』

卷
七
八
、｢

列
傳｣

第
一
六
、
劉�
宗

劉�
宗
字
は
魯
開
、
大
興
宛�
の
人
な
り
。��
は
怦
、
唐
の
盧
龍�
度
使
な
り
。
石
晉
幽
・
薊
を
以
て�
に
入
ら
せ
し
め
、
劉

氏
六
世�
に
仕
え
、
相
繼
い
で
宰
相
と
爲
る
。
父
霄
は
中
京
留
守
に
至
る
。�
宗�
士
乙
科
に
擢
せ
ら
る
。(

中
略)

天
會
六
年

に
薨
じ
、
年
五
十
三
。�
王
に�
封
せ
ら
る

(�)
。

[

史
料
一
三]

か
ら
は
、
劉
霄
が
寿
昌
二
年

(

一
〇
九
六)

に
、
知
上
京
留
守
・
臨�
尹
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、

陸
佃
が
遼
に
赴
い
た
元
符
三
年

(

遼
寿
昌
六
年
、
一
一
〇
〇)

頃
に
、
彼
は
上
京
留
守
に
相
当
す
る
地
位
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
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と
関
連
し
て
、[

史
料
一
四]

で
彼
が
中
京
留
守
に
ま
で
至
っ
た
と
い
う
記
事
は
重
要
で
あ
る
。

劉
霄
の
家
系
は
、
劉
六
符
―
劉
某
―
劉
霄
―
劉
彦
宗
に
繋
が
り
、
劉
六
符
と
劉
彦
宗
の
没
年
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
劉
霄
の
没
年
も

お
お
よ
そ
推
察
で
き
る
。
ま
ず
、
劉
六
符
は
清
寧
三
年

(

一
〇
五
七)

に
亡
く
な
っ
て
お
り

(�)

、
劉
彦
宗
の
場
合
は
天
会
六
年

(

一
一
二
八)

に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
両
者
の
没
年
に
は
七
一
年
の
差
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
間
を
平
均
す
る
と
、
劉
六
符
の
息
子
は
一
〇
八
〇
年
頃

に
、
劉
霄
は
一
一
〇
四
年
頃
に
亡
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
中
京
留
守
が
劉
霄
の
最
後
の
肩
書
だ
と
す
れ
ば
、
陸
佃
が
遼
に
使

い
し
た
時
に
も
こ
の
職
に
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
遼
の
中
京
は
宋
の
使
者
が
必
ず
通
過
す
る
場
所
で
あ
り

(�)

、
陸
佃
も
遼
の
中

京
を
通
っ
て
い
る
の
で

([

史
料
四]

、[

史
料
七]

の
傍
線
部)

、
そ
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
陸
佃
と
劉
霄
が
中
京
で
会
っ
た
可
能
性
が

大
い
に
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
陸
佃
が
中
京
で
劉
霄
と
会
っ
た
と
看
做
し
て
陸
佃
の

『

使
遼
録』

を
復
元

し
た

(〈

附
録
〉
を
参
照)

。

以
上
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

を
復
元
す
る
こ
と
で
、[

史
料
一]

の
元
の
形
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、[

史
料
一]

を

史
料
と
し
て
引
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
議
論
す

る
。

四
、
劉
六
符
関
連
記
事
の
信
憑
性

で
は
、
清
代
の
畢�
は
な
ぜ

[

史
料
一]

を
伝
聞
の
誤
り
だ
と
看
做
し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
遼
宋
増
幣
交
渉
に
お
け
る
遼
内

部
の
議
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
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[
史
料
一
五]

『�
史』

卷
九
三
、｢

列
傳｣

第
二
三
、
蕭
惠

是
の
時
帝
天
下
を
一
つ
に
す
る
を
欲
し
、
三
關
を
取
る
を
謀
り
、
群
臣
を
集
め
て
議
す
。
惠
曰
く
、｢

兩
國
の��
、��
の
悉

く
す
る�
な
り
。
宋
人
西
征
し
て
年
有
り
、
師
老お

い
て
民
疲
れ
、
陛
下
親
ら
六
軍
を�
い
て
之
れ
に
臨
め
ば
、
其
の
勝
必
た
り｣

と
。
蕭
孝
穆
曰
く
、｢

我
が
先
朝
宋
と
和
好
し
、
罪
無
く
も
之
れ
を
伐
て
ば
、
其
の
曲
我
れ
に
在
り
、
況
や
勝
敗
未
だ�
料
す
べ

か
ら
ず
。
願
わ
く
は
陛
下
熟
察
せ
ん｣

と
。
帝
、
惠
の
言
に
從
い
、
乃
ち
使
い
を�
わ
し
て
宋
に
十
城
を
索
め
、�
軍
を
燕
に
會

す

(�)
。

[

史
料
一
六]

『�
史』

卷
八
〇
、｢
列
傳｣

第
一
〇
、
張
儉

政
を
致
し
て
第
に
歸
り
、
會
た
ま
宋
の
書
辭
禮
の
如
か
ら
ず
、
上
將
に
親
征
せ
ん
と
す
。[

張]

儉
の
第
に
幸
し
、�
食
先
に
往

き
て
饌
を�
う
も
、
之
れ
を
却
け
、
葵
羹
・
乾�
を�
む
。
帝
之
れ
を
食
し
て
美
し
と
し
、
徐
に
問
う
に
策
を
以
て
す
。
儉
利
害

を
極
陳
し
、
且
つ
曰
く
、｢

第た
だ
一
使
を�
わ
し
て
之
れ
を
問
え
ば
、
何
ぞ
必
ず�
く
車
駕
を
勞
せ
ん｣

と
。
上�
び
て
止
む

(�)

。

[

史
料
一
五]

に
よ
る
と
、
遼
の
興
宗
が
宋
へ
の
南
伐
の
た
め
に
群
臣
と
議
論
し
た
際
、
蕭
恵
は
戦
争
に
賛
成
し
、
蕭
孝
穆
は
そ
れ

に
反
対
し
て
い
た
。
ま
た

[

史
料
一
六]

に
よ
る
と
、
張
倹
は
宋
へ
の
使
者
派
遣
に
よ
る
外
交
的
解
決
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

興
宗
は
宋
に
使
者
を
送
る
と
同
時
に
南
征
賞
罰
令
を
頒
す
る
な
ど

(�)
、
戦
争
準
備
を
開
始
し
た
。
つ
ま
り
、
興
宗
は

[

史
料
一]

の
③
の

よ
う
に
、
劉
六
符
の
意
見
に
従
っ
て
動
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
、
こ
の
時
の
劉
六
符
の
立
場
は
、『

遼
史』

及
び

『

契
丹
国
志』
の
彼
の
列
伝
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、[

史
料
一]

の
③
で
し

か
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、[

史
料
一]

の
記
述
は

[

史
料
一
六]

の
記
述
と
相
反
し
て
い
る
の
で
、
二
者
択
一
す
る
し
か
な
い
。
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ま
ず
、
張
倹
は
、
聖
宗
皇
帝
の
哀
冊
を
撰
し
た
人
物
で
あ
っ
た
た
め

(�)

、
当
時
彼
が
政
治
か
ら
隠
退
し
た
と
し
て
も
興
宗
に
与
え
ら
れ
る

影
響
力
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、[

史
料
一
六]

が
遼
側
の
史
料
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

畢�
は

[
史
料
二]

で
【
考
異
】
の
形
で
こ
う
し
た
意
見
を
披
歴
し
、
筆
者
も
そ
れ
に
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、[
史
料
一]

の
③
の
信
憑
性
が
疑
わ
し
い
と
し
て
も
、[

史
料
一]

の
全
て
を
伝
聞
の
誤
り
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
史
料
が
注
目
さ
れ
る
。

[

史
料
一
七]

洪
中
孚

｢
論
伐�
箚
子｣

(『

全
宋
文』

巻
二
五
六
三
、
第
一
一
九
冊
一
二
七
頁)

�
粥
の
粗
給
す
る�
已
に
戚
里
に�
な
り
、
而
し
て
劉
六
符�
に
相
し
、
疾
み
て
且
つ
篤
し
。
耶
律
洪
基
臨
問
す
る
に
、�
言

す
ら
く

｢

燕
雲
實
に
大�
根
本
の
地
な
り
、
願
わ
く
は
深
く
民
心
を
結
び
、
南
思
を
萌
え
し
む
る
無
か
れ｣

と
。
洪
基
乃
ち
其
の

深
く
結
ぶ
の�
を
詰た
だ

す
に
、
六
符
對
す
る
に
徭
役
を
省
き
、
賦
歛
を
薄
む
る
を
以
て
す
。
洪
基
深
く
之
れ
を
嘉�
し
、�
に�
賦

の
三
分
の
一
を
減
ず
。
兩
地
に
供�
す
る�
皆
な
之
れ
を
知
る

(�)
。

[

史
料
一
八]

范
純
仁

『

范
忠
宣
集』

巻
一
七
、｢
富
公
行�｣

(

元
豐
六
年
七
月)

六
符
又
た
曰
く
、｢

吾
主
金
帛
を
受
く
る
を
恥
じ
、
堅
く
十
縣
を
欲
せ
ば
、
何
如
せ
ん
。｣

公
曰
く
、｢(

中
略：

仁
宗
か
ら
の
伝
言
の

形
で
増
幣
を
提
案)｣

六
符
其
の
介
に�
み
て
曰
く
、｢

南
朝
皇
帝
の
心
を
存
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
大
い
に
善
し
、�
ち
當
に

共
に
之
れ
を
奏
し
て
、
兩
主
の
意�
ぜ
し
む
る
べ
し｣

と

(�)
。

[

史
料
一
七]

は
、
真
定
府
路
安
撫
使
で
あ
る
洪
中
孚
の
箚
子
で
あ
り
、
彼
は
安
撫
司
の
諜
報
活
動
か
ら
こ
の
情
報
を
得
た
と
考
え

ら
れ
る

(�)

。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
か
ら
、
燕
雲
地
域
に
お
け
る
遼
の
第
二
次
減
税
が
確
認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、[

史
料
一]

の
⑤
の
第
二

陸
佃

『

使
遼
録』

の
佚
文
と
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
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次
減
税
が
全
く
根
拠
が
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、[

史
料
一
七]

の
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
劉
六
符
の
燕
雲
地
域
に

つ
い
て
の
認
識
は
、[

史
料
一]

の
①
と
も
一
致
し
て
い
る
。

一
方
、
遼
の
第
一
次
減
税
は
、
宋
の
両
属
民
政
策
か
ら
も
そ
の
実
態
が
窺
え
る
。
宋
は
、
慶
暦
二
年

(

一
〇
四
二)

に
両
属
民
を
義

勇
に
編
入
し
入
れ
墨
を
さ
せ
る
こ
と
で
彼
ら
の
税
役
負
担
が
重
く
な
っ
た
が
、
慶
暦
四
〜
五
年

(

一
〇
四
四
〜
五)

に
は
彼
ら
の
差
役

を
免
除
し
そ
の
代
わ
り
に
賦
税
を
課
し
て
彼
ら
の
負
担
を
軽
く
し
た

(�)

。
こ
の
よ
う
な
政
策
変
化
は
、
重
熙
一
二
年

(

一
〇
四
三)

に
実

施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
遼
の
第
一
次
減
税
を
抜
き
に
し
て
は
上
手
く
説
明
で
き
な
い
。
そ
し
て
、[

史
料
一
八]

は
富
弼
の

『

使
遼

語
録』

の
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
劉
六
符
は
宋
の
増
幣
に
賛
成
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、[

史
料
一]

の
③
の

｢

我

れ
已
む
を
得
ず
に
託
け
て
之
れ
を
受
く｣

の
部
分
と
相
通
じ
る
内
容
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、[

史
料
一]

の
③
の
遼
の
内
部
で
劉
六
符
が
そ
の
議
論
を
主
導
し
て
い
る
よ
う
な
記
述
を
除
い
た
、
①
②
④
⑤
は
他

の
史
料
か
ら
検
証
が
可
能
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
信
憑
性
が
担
保
で
き
る
部
分
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、[

史
料
一]

は
信
憑
性
が

疑
わ
し
い
部
分
と
信
頼
し
得
る
部
分
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、[

史
料
一]

は
全
て
伝
聞
の
誤
り
と
看
做
し
て
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
裏
付
け
を
と
り
な
が
ら
扱
え
ば
充
分
利
用
し
う
る
史
料
に
な
る
。

で
は
、『

老
学
庵
筆
記』

に
は
な
ぜ
、
③
の
傍
線
部
の
よ
う
な
記
述
が
施
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
陸
佃
が
こ
の
情
報

を
劉
六
符
の
孫
劉
霄
か
ら
得
た
こ
と
を
補
強
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
劉
霄
が
劉
六
符
の
孫
で
あ
る
以
上
、
遼
の
政
治
の
中
で
劉
六
符
の
行

動
を
強
調
す
る
た
め
に
脚
色
し
た
形
で
語
っ
た
こ
と
は
充
分
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
清
代
の
畢�
以
来

『

老
学

庵
筆
記』

記
事
の
批
判
の
根
拠
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
か
が
合
理
的
に
説
明
が
付
く
。
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最
後
に
、
劉
六
符
は
な
ぜ
増
幣
交
渉
の
遼
側
の
担
当
者
と
し
て
選
ば
れ
た
の
か
。
少
な
く
と
も
当
時
の
劉
六
符
は
翰
林
学
士
で
あ
っ

た
た
め

(�)
、
使
者
に
任
命
さ
れ
得
る
ポ
ス
ト
に
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
増
幣
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
劉
六
符
が
あ
る
種
の
外

交
的
な
解
決
を
図
っ
た
と
す
れ
ば
、
張
倹
の
立
場
と
相
通
ず
る
。
よ
っ
て
、
張
倹
が
興
宗
に
劉
六
符
を
薦
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

史
料
の
制
約
の
た
め
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
え
な
い
。

む

す

び

に

遼
代
史
研
究
に
お
け
る

『

老
学
庵
筆
記』

の
史
料
価
値

本
稿
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

『

家
世
旧
聞』

の
遼
関
連
記
事
の
情
報
源
は
、
陸
佃
の

『

使
遼
録』

と
陸
宰
が
宣
和
年
間
に
開
封
で
得
た
情
報
に
よ
る
。

②

『

老
学
庵
筆
記』

の
遼
関
連
記
事
の
情
報
源
も

『

家
世
旧
聞』

と
同
様
で
あ
り
、
そ
の
中
の
劉
六
符
関
連
記
事
は
、
彼
の
孫
劉

霄
に
よ
る
情
報
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
は
更
に
陸
佃
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
陸
佃
の

『

使
遼
録』

の
性
格
は
、
行
程
録

(
使
者
に
よ
る
公
式
報
告
書)

と
は
異
な
っ
て
、
私
的
要
素
の
強
い

『

使
遼
語
録』

で

あ
る
。

④

[

史
料
一]

は
、
一
部
劉
霄
の
思
い
で
述
べ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
部
分
を
除
け
ば
、
他
の
史
料
と
の
相
互
検
証
が
可
能
で
あ

る
。

以
上
の
考
察
で
、[

史
料
一]

は
あ
る
程
度
の
信
憑
性
が
担
保
さ
れ
、
利
用
可
能
な
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で

[

史
料
一]

で
し
か
確
認
で
き
な
い
最
も
重
要
な
内
容
は
、
遼
の
燕
雲
地
域
の
減
税
と
い
う
国
内
政
治
と
増
幣
交
渉
と
い
う
外
交
政
策
が
当
地
の
民

陸
佃

『

使
遼
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と
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史
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心
と
い
う
要
素
と
共
に
有
機
的
に
連
動
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
遼
宋
増
幣
交
渉
を
研
究
す
る
際
に
は
遼
の
国
内
事
情
を
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
宋
か
ら
の
歳
幣
と
燕
雲
地
域
か
ら
の
徴
税
は
、
各
々
外
部
か
ら
の
貢
納
と
内
部
の
定
住
地
域
か
ら
の
徴
税
を
意
味
し
、
こ
れ

ら
は
掠
奪
や
貿
易
と
共
に
遊
牧
国
家
が
定
住
国
家
や
定
住
社
会
よ
り
物
資
を
得
る
方
法
で
あ
る

(�)

。
言
い
換
え
れ
ば
、[

史
料
一]

は
遼

の
漢
地
統
治
及
び
遼
を
中
心
と
す
る
国
際
関
係
の
み
な
ら
ず
、
遊
牧
国
家
と
し
て
の
遼
の
性
格
を
も
見
通
せ
る
価
値
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
意
義
は
、
全
て
遼
宋
増
幣
交
渉
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
遼
宋
増
幣
交
渉
は

必
ず
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈

附
録：

陸
游
の
筆
記
史
料
等
か
ら
復
元
し
た
陸
佃
の

『

使
遼
録』

〉
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④
古
北
口

③
燕
京
で

の
出
来
事

②
遼
の
接

伴
使

①
使
者
へ

の
任
命

順
次

行�
古
北
口
數
日
、
置
酒
會
仙
石
。(

査�
梅
詢
嘗
飮
酒
賦
詩
於
此
、
因
得
名
。)
儔
忽
自
言
、｢

兄
儼
新
入
相
。｣

�
中
有
小
胡
、
執
事
甚
謹
、
亦
能
華
言
、
因
食
夾
子
、
以
食
不
盡�
與
之
、
拜
謝
而
不
食
、
問
其
故
、
曰
、｢

將
以�
父
母
。｣

公
喜
、
更
多

與
之
、
且
問
、｢

識
此
、
何
物
也
。｣

曰
、｢

人
言
是
石
榴
。｣

意
其
言
食
餾
也
。
又�
人
負
載
隨
行
物
、
不
用
兵
夫
、
但��
上
行�
、�
驅

役
之
耳
。
一
日
將
就
馬
、
一
擔
夫
訴
曰
、｢

某
是
燕
京�
士
、
不
能
負
擔
。｣
公
笑
、
爲
言
而�
之
。

北��
金
紫
崇
祿
大
夫
・
檢
校
太
傅
・
左
金
吾
衞
將
軍
耶
律
成
、
朝
議
大
夫
・
守
太
常
少�
・
充
史�
修
撰
李
儔
來�
。
儔
自
言
燕
人
、
年

四
十
三
、
劉
霄
榜
及
第
、
今
二
十
八
年
矣
。

元
符
庚
辰
冬
、
自
權
吏
部�
書
受
命
爲
回
謝
北
朝
國
使
、
與
西
上
閤
門
使
・
泰
州
團�
使
李
嗣�
偕
行
。(

嗣�
字
公
美
、
仁
廟
朝�
馬�

尉�
之
子
。)

内
容

[

史
料
三]

[

史
料
六]

[

史
料
三]

[

史
料
三]

出
典
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⑭
帰
路
中

⑬
帰
路
中

⑫
帰
路
中

⑪
帰
路
中

(�) ⑩
帰
路
中

⑨
回
賜

⑧
謁
見

⑦
劉
霄
と

の
会
話

⑥
劉
霄
と

の
会
話

⑤
中
京

回�
聞
其
主
喪
、
而
不
能
作
操
色�
頭
、
但
以�
滅
其
光
、
行
數
日
、�
除
服
、
則
佩
服
如
常
矣
。
獨
副
使
忘
洗�
頭
、
見�
皆
笑
。
公�

生
待
物
以
誠
、
雖
於
夷
狄
不
變
也
、
因
從
容
與
話
、
使
洗
之
、
副
使
亟
謝
。

歸
、��
聞�
主
洪
基
喪
、���
赴
臨
而�
、
誚
佃
曰
、｢

國
哀
如
是
、�
使
殊
無
弔�言
之
儀
、
何
也
。｣

佃
徐
應
曰
、｢

始
意
君
匍
匐
哭

踊
而
相
見
、�
行
弔
禮
、
今
偃
然
如
常
時
、�
何�
弔
。｣��
不
能
答
。

未
至
幽
州
、
聞
洪
基
卒
、
孫
燕
王
延
禧
嗣
立
。

北�
崇
釋
氏
、
故�
寺
猥
多
、
一
寺
千��
、
比
比
皆
是
。�
中
京
、
耶
律
成
等
邀
至
大
鎭
國
・
天
慶
寺
燒
香
、
因
設
素
饌
。
公
問
成
、

｢

亦
有
禪�
乎
。｣

曰
、｢

有
之
。
頃
有
寂
照
大
師
、
深�
理
性
、
今
亡
矣
。｣

公
又
問
、｢�
觀
幾
何
。｣

曰
、｢

中
京
有
集
仙
觀
而
已
。｣

以
知

北��
家�
流
、
爲
尤
寡
也
。

明
年
正
月
旦
、
南
歸
。

得
貔
貍
。

時
已
十
二
月
中
旬
。
後
數
日
、
至
其
國�
、
見�
主
洪
基
、
則
已
苦
肺
喘
、
不
能
親
宴
勞
、
移
宴
就�
。

仁
宗
皇
帝
慶�
中
嘗
賜�
使
劉
六
符
飛
白
書
八
字
曰
、｢

南
北
兩
朝
、
永�
和
好
。｣

會
六
符
知
貢
擧
、
乃
以

｢

兩
朝
永�
和
好｣

爲
賦
題
、

而
以

｢

南
北
兩
朝
永�
和
好｣

爲
韻
、
云
、｢

出
南
朝
皇
帝
御
飛
白
書
。｣

六
符
蓋
爲�
畫
策��
賂�
、
然
其�
戴
中
國�
爾
如
此
。

�
人
劉
六
符
、�
謂
劉
燕
公�
、
建
議
於
其
國
、
謂
、｢

燕
・
薊
・
雲
・
朔
、
本
皆
中
國
地
、
不
樂
屬
我
。
非
有
以
大
收
其
心
、
必
不
能
久
。｣

�
主
宗
眞
問
曰
、｢

如
何
可
收
其
心
。｣

曰
、｢

歛
於
民�
十
減
其
四
五
、
則
民
惟
恐
不
爲
北
朝
人
矣
。｣�
主
曰
、｢

如
國
用
何
。｣

曰
、｢

臣

願
使
南
朝
、
求
割
關
南
地
、
而�
戍�
兵
以
脅
之
。
南
朝
重
於
割
地
、
必
求���
。
我
託
不
得
已
受
之
。
俟
得�
、
則
以
其
數
對
減
民
賦

可
也
。｣
宗
眞
大
以
爲
然
、
卒
用
其
策
得��
。
而
他
大
臣
背
約
、
纔
以�
之
十
二
減
賦
、
民
固
已
喜
。
及
洪
基
嗣
立
、
六
符
爲
相
、
復�

用
元
議
。
洪
基
亦
仁
厚
、�
盡
用
銀
絹
二
十
萬
之
數
、
減
燕
・
雲
租
賦
。

�
人
雖
外
窺
中
國
禮
文
、
然
實
安
於
夷
狄
之
俗
。
南
使�
中
京
、
舊
例
有
樂
來�
、�
以
束
帛
與
之
。
十
一
月
二
十
日
至
中
京
、�
人
作
樂

受
帛
自
若
也
。
明
旦
、�
使
輒
至
止
不
行
、
曰
、｢

國
忌
行
香
。｣

公
照
案
牘
、
則�
忌
正
月
二
十
日
也
。
因
移
文
問
之
、�
輒��
移
文
、

曰
、｢

去
年
昨
日
作
忌
、
今
年
今
日
作
忌
、
何
爲
不
可
。｣

蓋
利
束
帛
、
故
徙
忌
日
耳
。

[

史
料
七]

『

宋
史』

｢

陸
佃
伝｣

[

史
料
三]

[

史
料
四]

[

史
料
三]

[

史
料
五]

[

史
料
三]

[

史
料
一
一]

[

史
料
一]

[

史
料
七]
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註

(
１)
洪
性�｢
税
役
か
ら
見
た
宋
遼
両
属
民｣

(『

内
陸
ア
ジ
ア
史
研

究』
二
八
、
二
〇
一
三)

。

(

２)�
人
劉
六
符
、�
謂
劉
燕
公�
、
建
議
於
其
國
、
謂
、｢

燕
・

薊
・
雲
・
朔
、
本
皆
中
國
地
、
不
樂
屬
我
。
非
有
以
大
收
其
心
、
必

不
能
久
。｣�
主
宗
眞
問
曰
、｢

如
何
可
收
其
心
。｣

曰
、｢

歛
於
民�

十
減
其
四
五
、
則
民
惟
恐
不
爲
北
朝
人
矣
。｣�
主
曰
、｢

如
國
用
何
。｣

曰
、｢

臣
願
使
南
朝
、
求
割
關
南
地
、
而�
戍�
兵
以
脅
之
。
南
朝

重
於
割
地
、
必
求���
。
我
託
不
得
已
受
之
。
俟
得�
、
則
以
其

數
對
減
民
賦
可
也
。｣

宗
眞
大
以
爲
然
、
卒
用
其
策
得��
。
而
他

大
臣
背
約
、
纔
以�
之
十
二
減
賦
、
民
固
已
喜
。
及
洪
基
嗣
立
、
六

符
爲
相
、
復�
用
元
議
。
洪
基
亦
仁
厚
、�
盡
用
銀
絹
二
十
萬
之
數
、

減
燕
・
雲
租
賦
。
故
其
後�
政
雖
亂
、
而
人
心
不
離
、
豈
可
謂�
無

人
哉
。

(

３)
(

前
略)

是
月
、��
南
院
宣�
使
蕭
特
黙
・�
林
學
士
劉
六

符
來
、
使
取
晉
陽
及
瓦
橋
以
南
十
縣
地
、
且
問
興
師
伐
夏
及
沿
邊
疏

濬
水
澤
、��
兵
戍
之
故
。(【

考
異
】(

中
略)

陸
游

『

老
學
庵
筆

記』

云
、(

中
略)

。
按�
主
創
南
伐
之
謀
、
自
因
宋
人
喪
師
於
夏
、

乘
釁
而
動
耳
。
其
時
蕭
惠
承
順
上
旨
、
雖
以
蕭
孝
穆
之
力
諫
而
不
見

聽
。�
而
因
張
儉
之
言
始
不
親�
師
南
伐
、
而
命
六
符
使
宋
索
地
、

非
六
符
首
建
此
策
而
自�
出
使
也
。『

老
學
庵
筆
記』

恐
屬
傳
聞
之

誤)

。

(

４)
[

史
料
一]

の
信
憑
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
羅
継
祖

｢

関
于

�
慶
暦
増
幣�
読
史
札
記｣

(『

学
習
与
探
索』

、
一
九
八
六
年

第
六
期)

一
二
七
頁
を
参
照
。

(

５)

呉
珊
珊

｢《

家
世
旧
聞
》
研
究｣

(

華
東
師
範
大
学
碩
士
学
位
論

文
、
二
〇
〇
七)

。

(

６)

張
剣

｢《

家
世
旧
聞
》
版
本
補
議

兼
議
陸
游
家
世
詩
数
量

稀
少
的
原
因｣

(『

国
学
学
刊』

二
〇
一
五
年
第
二
期)

。

(

７)

阮
怡

｢《

老
学
庵
筆
記
》
校
勘
補
記
及
成
書
時
間
小
議｣

(『

図

書
館
研
究
与
工
作』

二
〇
一
三
年
第
二
期)

。

(

８)

劉
亮

｢

対
《
老
学
庵
続
筆
記
》
真
偽
的
質
疑｣

(『

上
海
大
学
学

報』
(

社
会
科
学
版)

二
〇
〇
九
年
第
五
期)

。

(

９)

こ
の
数
値
は
、
中
華
書
局
の
唐
宋
筆
記
史
料
叢
刊
及
び
大
象
出

版
社
の

『

全
宋
筆
記』

第
六
篇
ま
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
筆
記
史
料

を
対
象
に
し
て
収
集
し
た
結
果
で
あ
る
。

(

10)

傅
楽
煥

｢

宋
人
使
遼
語
録
行
程
考｣

(『

遼
史
叢
考』

中
華
書
局
、

一
九
八
四
、
初
出
は
一
九
三
六)

。

(

11)

趙
永
春

｢

宋
人
出
使
遼
金�
語
録�
研
究｣

(『

史
学
史
研
究』

一
九
九
六
年
第
三
期)

、
同

｢

宋
人
出
使
遼
金�
語
録�
的
史
学
価

値｣
(『

淮
陰
師
範
学
院
学
報』

(

哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇
一
三
年

第
三
期)

。

(

12)
劉
浦
江

｢

宋
代
使
臣
語
録
考｣

(『

一
〇
〜
一
三
世
紀
中
国
文
化

的�並
撞
与
融
合』

上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六)

。
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(
13)

金
昌
洙

｢

契
丹

関

行
程
録

対

｣
(『

東
国
史
学』

第
三
輯
、
東
国
史
学
会
、
一
九
五
五)

。

(

14)
澤
本
光
弘

｢

契
丹

(

遼)

の
交
通
路
と
往
来
す
る
人｣

(

鈴
木

靖
民
・
荒
井
秀
規
編

『

古
代
東
ア
ジ
ア
の
道
路
と
交
通』

、
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
一)
。

(

15)�兆
従
吾

｢
阿
保
機
与
唐
使
臣�兆
坤
会
見
談
話
集
録｣

(『

文
史
哲

学
報』

第
五
期
、
国
立
台
湾
大
学
文
学
院
、
一
九
五
三)

。

(

16)�
武
雄

｢

蘇
轍
使
遼
始
末｣

(『

東
呉
歴
史
学
報』

第
一
三
期
、

二
〇
〇
五)

、
同

｢

韓�
与
宋
遼
外
交
探
討｣

(『

東
呉
歴
史
学
報』

第
一
九
期
、
二
〇
〇
八)

な
ど
。

(

17)

澤
本
光
弘

｢『

神
宗
皇
帝
即
位
使
遼
語
録』

の
概
要
と
成
立
過

程｣
(

荒
川
慎
太
郎
他
編

『

契
丹

[

遼]
と
一
〇
〜
一
二
世
紀
の
東

部
ユ
ー
ラ
シ
ア』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三)

。

(

18)

呉
珊
珊
前
掲
論
文
、
一
〇
頁
の
表
を
基
に
し
て
作
成
し
た
。
な

お
、
表
の
中
の
割
合
は
、
小
数
点
以
下
三
桁
で
四
捨
五
入
し
た
も
の

で
あ
る
。

(

19)

呉
珊
珊
前
掲
論
文
、
一
〇
頁
。

(

20)

呉
珊
珊
前
掲
論
文
、
四
〜
六
頁
。

(

21)

張
剣
前
掲
論
文
、
九
一
〜
九
三
頁
。

(

22)

張
剣
前
掲
論
文
。

(

23)�
、
張
本
誤
作

｢

璋｣

。

(

24)

張
本
作

｢

金
紫
榮
祿
大
夫｣

。

(

25)

張
本
作

｢

答
之
曰｣

。

(

26)

窺
、
張
本
作

｢

竊｣

。

(

27)

文
意
か
ら
み
る
と
、｢

正
月｣

は

｢

十
一
月｣

の
誤
り
で
あ
ろ

う
。

(

28)

張
本
作

｢

又
西��
使
聞
其
主
喪｣

。

(

29)

陸
游

『

家
世
舊
聞』

卷
下
、｢

先
君

(

諱
宰
、
字
元
鈞
。)

言
、

(

後
略)

。｣

(

30)

右
、
先
楚
公
使��
一
卷
、
三
十
八
伯
父
手
書
。
伯
父
自
幼
被

疾
、
以
左
手
書
、
然
筆
力�
健
如
此
。�
生
凡
鈔
書
至
數
十
百
卷
云
。

淳
熙
八
年
四
月
五
日
、
某
謹
識
。

(

31)

劉
浦
江
前
掲
論
文
、
二
七
九
〜
二
八
〇
頁
。

(

32)

陸
游
一
族
は
、
南
渡
し
た
後
に
も
か
な
り
多
く
の
書
籍
を
保
有

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宋
・
施
宿

『

会
稽
志』

巻
一

六
に
よ
る
と
、
紹
興
一
三
年

(

一
一
四
三)

に
秘
書
省
を
建
て
た
後
、

陸
宰
の
家
か
ら
献
上
し
た
書
籍
は
凡
そ
一
万
三
千
余
巻
で
あ
っ
た
と

い
う

(『

會
稽
志』

卷
一
六
、｢

求�
書｣

、｢

紹
興
十
三
年
、
始
建
秘

書
省
於
臨
安
天
井
巷
之
東
、
仍
詔
求�
書
於
天
下
。
首
命
紹
興
府�

朝�
大
夫
直
秘
閣
陸
宰
家�
藏
書
來
上
、
凡
萬
三
千
卷
有
奇｣)

。
こ

の
陸
游
一
族
の
書
籍
保
有
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
家
伝
と
し
て
陸
佃

の
『

使
遼
録』

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

33)
呉
珊
珊
前
掲
論
文
、
四
〜
六
頁
。

(

34)
阮
怡
前
掲
論
文
、
七
七
頁
。
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(
35)

于
璞

『

北
京
考
古
史』

遼
代
巻

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一

二)
、
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
。

(

36)��
契
丹
、�
爲
正
旦

(

或
作
生
辰)

國
信
使
。�
中
接�
劉

霄

(

六
符
之
孫)

、
蓋
在
其
國
以
名
臣
稱
、
見
公
深
加
歎
服
。

(

37)

聶
崇
岐

『
宋
史
叢
考』

下
冊

(

中
華
書
局
、
一
九
八
〇)

の

｢

宋
遼
交
聘
考｣
附

｢
生
辰
国
信
使
副
表｣

、
三
四
六
頁
。

(

38)

陸
游
の
筆
記
史
料
に
は
陸
佃
を

｢

公｣

と
表
記
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
陸
宰
か
陸
游
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

『

宋
史』

卷
三
四
三
、｢

列
傳｣
第
一
〇
二
、
陸
佃
に
も
彼
が
使
遼
し

た
時
の
記
録
が
一
部
収
録
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
陸
佃
の

『

使
遼

録』

の
復
元
に
は
、
そ
の
部
分
も
取
り
入
れ
る
。

�
吏
部�
書
、
報
聘
于�
、
歸
、��
聞�
主
洪
基
喪
、���

赴
臨
而�
、
誚
佃
曰
、｢

國
哀
如
是
、�
使
殊
無
弔�言
之
儀
、
何
也
。｣

佃
徐
應
曰
、｢

始
意
君
匍
匐
哭
踊
而
相
見
、�
行
弔
禮
、
今
偃
然
如

常
時
、�
何�
弔
。｣��
不
能
答
。

(

39)

劉
浦
江
前
掲
論
文
、
二
五
四
〜
二
六
二
頁
。

(

40)

①
行
程
録
の
場
合
は
、
賈
敬
顔

『

五
代
宋
金
元
人
辺
疆
行
記
十

三
種
疏
証
稿』
(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
四)

所
収
の
五
種
類
の
使
遼

語
録
、
及
び
陳
襄
の

『

神
宗
皇
帝
即
位
使
遼
語
録』

(『

遼
海
叢
書』

第
四
冊
、
遼
瀋
書
社
、
一
九
八
五)

を
参
照
し
、
③
個
人
記
録
の
場

合
は
、
阮
廷�｢
張
舜
民
使
遼
録
輯｣

(『

大
陸
雑
誌』

第
七
二
巻
第

三
期
、
一
九
八
六)

を
参
照
し
た
。

(

41)

先
行
研
究
の
中
で
、
劉
霄
に
つ
い
て
の
言
及
は
、�
武
雄

｢

遼

代
文
臣
参
与
遼
宋
外
交
的
探
討

以
遼
代
状
元
和
王
師
儒
為
例

｣
(『

東
呉
歴
史
学
報』

第
一
七
期
、
二
〇
〇
七
、
三
六
〜
三
七

頁)

が
最
も
詳
し
い
。

(

42)

蓋
之
庸
編

『

内
蒙
古
遼
代
石
刻
文
研
究』

(

内
蒙
古
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
二)

、
二
六
六
〜
二
六
七
頁
。

(

43)

申
命
中
書
門
下�
章
事
・�
仙��
兩
殿�
部�
耶
律
信
寧
、

刑
部
侍�
・
知
上
京
留
守
・
臨�
尹
事
劉
霄
提
總
焉
。

(

44)

劉�
宗
字
魯
開
、
大
興
宛�
人
。��
怦
、
唐
盧
龍�
度
使
。

石
晉
以
幽
・
薊
入�
、
劉
氏
六
世
仕�
、
相
繼
爲
宰
相
。
父
霄
至
中

京
留
守
。�
宗
擢�
士
乙
科
。(

中
略)

天
會
六
年
薨
、
年
五
十
三
、

�
封�
王
。

(

45)

于
璞
前
掲
書
、
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
。

(

46)

傅
楽
煥
前
掲
論
文
、
二
六
〜
二
八
頁
。

(

47)

是
時
帝
欲
一
天
下
、
謀
取
三
關
、
集
群
臣
議
。
惠
曰
、｢

兩
國

��
、�
慮�
悉
。
宋
人
西
征
有
年
、
師
老
民
疲
、
陛
下
親�
六
軍

臨
之
、
其
勝
必
矣
。｣

蕭
孝
穆
曰
、｢

我
先
朝
與
宋
和
好
、
無
罪
伐
之
、

其
曲
在
我
、
況
勝
敗
未
可�
料
。
願
陛
下
熟
察
。｣

帝
從
惠
言
、
乃

�
使
索
宋
十
城
、
會�
軍
于
燕
。

(
48)

致
政
歸
第
、
會
宋
書
辭
不
如
禮
、
上
將
親
征
。
幸
儉
第
、�
食

先
往�
饌
、
却
之
、�
葵
羮
乾�
、
帝
食
之
美
。
徐
問
以
策
、
儉
極

陳
利
害
、
且
曰

｢

第�
一
使
問
之
、
何
必�
勞
車
駕
。｣

上�
而
止
。
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(
49)

『�
史』

卷
一
九
、｢

本
紀｣

第
一
九
、
興
宗
二
、
重
熙
十
一
年
、

｢
夏
四
月
甲
戌
朔
、
頒
南
征
賞
罰
令
。｣

(

50)
聖
宗
皇
帝
哀
冊
は
、
向
南
編

『

遼
代
石
刻
文
編』

(

河
北
教
育

出
版
社
、
一
九
九
五)

、
一
九
三
〜
一
九
五
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(

51)�
粥
粗
給�
已�
戚
里
、
而
劉
六
符
相�
、
疾
且
篤
。
耶
律
洪

基
臨
問
、�
言

｢
燕
雲
實
大�
根
本
之
地
、
願
深
結
民
心
、
無
使
萌

南
思
也
。｣

洪
基
乃
詰
其
深
結
之�
、
六
符
對
以
省
徭
役
・
薄
賦
歛
。

洪
基
深
嘉�
之
、�
減�
賦
三
分
之
一
。
兩
地
供��
皆
知
之
。

(

52)

六
符
又
曰
、｢

吾
主
恥
受
金
帛
、
堅
欲
十
縣
、
何
如
。｣

公
曰
、

｢(

中
略：

仁
宗
か
ら
の
伝
言
の
形
で
増
幣
を
提
案)｣

六
符�
其
介

曰
、｢

南
朝
皇
帝
存
心
如
此
、
大
善
、�
當
共
奏
之
、
使
兩
主
意�
。｣

(

53)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
洪
性�(
口
頭
発
表)

｢

宋
と
遼
の
諜
報

組
織
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て｣

(

二
〇
一
三
年
度
早
稲
田
大
学
史
学

会
大
会
、
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
十

五
日
、
要
旨
文
は

『

史
観』

第
一
七
〇
冊
、
早
稲
田
大
学
史
学
会
、

二
〇
一
四
、
一
五
八
〜
一
六
〇
頁)

の
検
討
に
基
づ
い
て
い
る
。

(

54)

洪
性�
前
掲
論
文
、
一
五
〜
二
〇
頁
。

(

55)
『�

史』

卷
八
六
、｢

列
傳｣

第
一
六
、
劉
六
符
、｢

重
熙
初
、

�
政
事
舍
人
、
擢�
林
學
士
。｣

(

56)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
護
雅
夫

『

古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究』

Ⅲ

(

山
川
出
版
社
、
一
九
九
七)

の

第
一
章
第
一
節

｢

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
遊
牧
国
家
と
農
耕
国
家｣

(

初
出
は
、
一
九
五
〇)

、
同

｢

総
説｣

(『

岩
波
講
座
世
界
歴
史』

九
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
〇)

、
田
村
実
造

『

中
国
征
服
王
朝
の
研
究』

上

(

東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
四)

の
第
一
章

｢

北
ア
ジ
ア
に
お
け

る
歴
史
世
界
の
形
成
と
発
展｣

(

初
出
は
、
一
九
五
六)

、
吉
田
順
一

｢

遊
牧
社
会
の
発
展
に
関
す
る
松
田
説
と
ラ
テ
ィ
モ
ア
説｣

(『

東
西

文
化
交
流
史』

、
雄
山
閣
、
一
九
七
五)

、
金
浩
東

｢

北

遊

牧
国
家

君
主
権｣

(『

東
亜
史
上

王
権』

、

、
一
九
九
三)

、

����������������������������������������������������
����������������������������������������

(����������)

。

(

57)

大
鎮
国
・
天
慶
寺
の
訪
問
は
、
遼
の
国
都
へ
往
く
道
中
の
出
来

事
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、『

神
宗
皇
帝
即
位
使
遼
語
録』

に
は
帰
路
中
に
鎮
国
寺
と
大
天
慶
寺
を
訪
れ
て
い
る
こ
と

(

前
掲

『

遼
海
叢
書』

第
四
冊
、
二
五
四
五
頁
上
右)

を
考
え
れ
ば
、
陸
佃

も
や
は
り
帰
路
中
に
訪
れ
た
と
看
做
す
べ
き
で
あ
る
。

(

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程)
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